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日本銀行のレポートから
　日本銀行では、本支店・事務所が企業への聞き取り調査等を通じて行っている各地域の経済金融情勢
に関する調査の結果を、「地域経済報告」（さくらレポート）として、年4回（1月、4月、7月、10月）
の支店長会議の機会ごとに取りまとめています。また、今回取り上げる「地域経済報告」（さくらレポー
ト）別冊シリーズは、地域経済の中長期的な構造問題に重点を置き、その時々の景気情勢に
焦点を当てている「地域経済報告」を補完する位置づけの調査です。
＊全文は日本銀行ホームページに掲載されています。https://www.boj.or.jp/research/brp/rer/index.htm

「
地
域
経
済
報
告
」（
さ
く
ら
レ
ポ
ー
ト
）

Ⅰ・
各
地
域
の
景
気
判
断
の
概
要　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
￨
二
〇
二
三
年
七
月
￨

【23/4月判断】 前回との
比較 【23/7月判断】

北海道 緩やかに持ち直している 緩やかに持ち直している

東　北
一部に弱さがみられるものの、
基調としては緩やかに持ち直
している

一部に弱さがみられるものの、
基調としては緩やかに持ち直
している

北　陸 持ち直している 持ち直している

関　東
甲信越

資源高の影響などを受けつつ
も、感染症の影響が和らぐも
とで、持ち直している

持ち直している

東　海 緩やかに持ち直している 持ち直している

近　畿

一部に弱めの動きがみられる
ものの、感染症抑制と経済活
動の両立が進むもとで、持ち
直している

一部に弱めの動きがみられる
ものの、持ち直している

中　国 緩やかに持ち直している 持ち直している

四　国 緩やかに持ち直している 緩やかに持ち直している

九州・
沖縄

持ち直している 緩やかに回復している

　

既
往
の
資
源
高
の
影
響
な
ど
を
受
け
つ
つ
も
、
す
べ
て
の
地

域
で
、景
気
は
持
ち
直
し
、な
い
し
、緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
。

（注）前回との比較の「　　」、「　　」は、前回判断に比較して景気の改善度合いまたは
悪化度合いが変化したことを示す（例えば、改善度合いの強まりまたは悪化度合いの弱
まりは、「　　」）。なお、前回に比較し景気の改善・悪化度合いが変化しなかった場合は、
「　　」となる。
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１
．
は
じ
め
に

　

経
済
活
動
の
改
善
が
進
む
も
と
で
、
わ

が
国
の
企
業
の
人
手
不
足
感
は
強
ま
っ
て

い
る
（
図
表
１
）。
企
業
規
模
や
業
種
別
に

欠
員
率
を
み
る
と
、
総
じ
て
新
型
コ
ロ
ナ

禍
を
上
回
っ
て
い
る
が
、
中
で
も
中
小
企

業
、
特
に
宿
泊
・
飲
食
を
は
じ
め
、
新
型

コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
な
影
響
を
受
け
た
対
面

型
の
サ
ー
ビ
ス
業
に
お
い
て
顕
著
に
上
回

っ
て
い
る
（
図
表
２
、３
）。
こ
う
し
た
も
と

で
、
一
部
で
は
事
業
活
動
が
制
約
さ
れ
る

な
ど
の
影
響
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
人
材

の
確
保
は
大
き
な
経
営
課
題
と
し
て
企
業

に
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
図

表
４
）。

　

こ
う
し
た
中
、日
本
銀
行
で
は
、本
支
店
・

事
務
所
に
お
い
て
聞
き
取
り
調
査
（
注
）

を
実
施
し
、
ま
ず
人
手
不
足
の
実
情
と
そ

の
背
景
を
把
握
し
た
う
え
で
、
地
域
の
企

業
が
人
材
の
確
保
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
か

に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
た
。
本
稿
で
は
、

主
に
新
型
コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
変
化
を
中
心

に
整
理
す
る
。

２
．
人
手
不
足
の
現
状
と

　
　

事
業
活
動
へ
の
影
響

（
１
）
企
業
の
人
手
不
足
感
の

　
　

  

強
ま
り
と
そ
の
背
景

　

わ
が
国
の
企
業
の
人
手
不
足
感
は
強
ま

っ
て
い
る
。
特
に
若
年
層
、
Ｄ
Ｘ
人
材
な

　

主
な
背
景
と
し
て
は
、

ま
ず
、
経
済
活
動
の
改

善
が
進
む
一
方
、
少
子

高
齢
化
が
進
み
、
女
性
・

高
齢
者
の
労
働
参
加
も

既
に
相
応
に
進
ん
で
い

る
中
で
、
追
加
的
な
労

働
供
給
の
余
地
が
縮
小

し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
マ
ク
ロ
の
労
働
需

給
が
タ
イ
ト
化
し
て
い

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
・

脱
炭
素
化
と
い
っ
た
事

業
環
境
の
変
化
に
対
応

す
る
た
め
の
専
門
人
材

の
需
要
拡
大
や
、
新
型

コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
し

た
労
働
者
側
の
就
業
意

Ⅱ・
別
冊
「
地
域
の
企
業
に
お
け
る

　
　　
　
　
人
材
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
」￨二

〇
二
三
年
六
月
￨

（
注�

）
調
査
期
間
は
二
〇
二
三
年
二
月
～
五
月
前
半
。

本
支
店
・
事
務
所
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
先
数
は

約
二
〇
〇
〇
先
。

ど
の
専
門
人
材
、
宿
泊
・
飲
食
等
の
対
面

型
サ
ー
ビ
ス
業
の
現
場
に
従
事
す
る
人
材

な
ど
の
不
足
感
を
指
摘
す
る
声
が
多
い
。

図表 1 �人手不足感の強まり

（出所）日本銀行

（「過剰」—「不足」・％ポイント）
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識
の
変
化
―
―
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
収
入
の

不
安
定
さ
や
感
染
リ
ス
ク
を
意
識
す
る
傾

向
、
あ
る
い
は
在
宅
勤
務
な
ど
の
柔
軟

な
働
き
方
を
重
視
す
る
傾
向
―
―
に
よ
る

ミ
ス
マ
ッ
チ
の
拡
大
を
指
摘
す
る
声
も

多
く
聞
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
パ
ー
ト
時
給
相
場
の
上
昇

に
よ
り
、
パ
ー
ト
労
働
者
の
一
部
で
い
わ

ゆ
る「
年
収
の
壁
」
を
意
識
し
た
就
業
時
間

抑
制
の
動
き
が
み
ら
れ
る
こ
と
や
、
運
輸
・

建
設
業
で
は
、
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
を

進
め
る
過
程
に
お
い
て
人
手
不
足
感
が
強

ま
る
こ
と
を
指
摘
す
る
声
も
多
く
聞
か
れ

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
転
職
が
増
え
て
い
る

こ
と
も
、
特
に
採
用
面
の
競
争
力
に
不
安

を
抱
く
地
域
の
企
業
を
中
心
に
、
人
手
不

足
感
を
強
め
る
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
転

職
市
場
の
動
向
を
み
る
と
、
企
業
側
で
は
、

新
卒
の
採
用
難
や
専
門
人
材
の
ニ
ー
ズ
の

図表 2 一般労働者の欠員率

（出所）厚生労働省
（注）�2022 年は上半期の値。大企業は常用労働者数が 1,000 人以上、中小企業

は同 5～ 99人の企業。

（出所）厚生労働省

（出所）一般社団法人日本能率協会「日本企業の経営課題 2022」
（注）�回答企業は、想定される 20項目の経営課題のうち、「現在」および「3年後」      

について、重要度の高い順に 3つを選択。

図表３ 業種別の欠員率

図表４ 企業の経営課題に関する認識
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高
ま
り
か
ら
、
経
験
者
採
用
を
積
極
化
し

て
い
る
ほ
か
、
求
職
者
側
で
も
、
自
ら
の

志
向
に
合
っ
た
仕
事
を
探
し
直
す
動
き
が

広
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
需
給
両
面
で

拡
大
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
民
間

の
転
職
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
も
あ
っ

て
、
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
が
実
際
の
転
職
に

結
び
付
く
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
お
り
、
こ

れ
が
さ
ら
に
、
若
年
層
を
中
心
に
転
職
に

対
す
る
心
理
的
ハ
ー
ド
ル
を
引
き
下
げ
る

と
い
っ
た
形
で
転
職
市
場
の
拡
大
が
加
速

し
て
い
る
よ
う
に
も
窺
わ
れ
る
。

（
２
）
事
業
活
動
へ
の
影
響

　

こ
う
し
た
雇
用
環
境
が
事
業
活
動
に
及

ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
み
る
と
、
特
に
人
手

不
足
感
の
強
い
宿
泊
・
飲
食
な
ど
を
中
心

に
、
客
室
や
座
席
数
な
ど
の
設
備
稼
働
率

を
意
図
的
に
抑
制
せ
ざ
る
を
得
ず
、
需
要

の
取
り
こ
ぼ
し
が
現
に
生
じ
て
い
る
と
い

っ
た
声
が
多
く
聞
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
中
、「
客
入
り
の
調
整
」
を
目
的
と
し
て

挙
げ
つ
つ
、
繁
忙
期
の
価
格
を
大
幅
に
引

き
上
げ
る
動
き
も
み
ら
れ
る
。

　

先
行
き
に
つ
い
て
も
、
製
造
業
・
非
製

造
業
を
問
わ
ず
、
人
手
不
足
が
事
業
を

展
開
す
る
う
え
で
制
約
に
な
る
こ
と
へ

の
懸
念
が
聞
か
れ
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
な
ど
の
更
な

る
回
復
に
十
分
に
応
え
ら
れ
な
い
と
い
っ

た
声
や
、
新
規
出
店
や
新
た
な
生
産
拠
点

の
建
設
な
ど
を
計
画
す
る
に
も
人
員
が
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
に
な
る
と
い
っ
た
声
が
聞
か

れ
て
い
る
。

３
．
企
業
の
人
材
確
保
に

　
　

向
け
た
取
り
組
み

　

こ
う
し
た
中
、
企
業
で
は
人
材
の
確
保

に
向
け
て
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
ま
ず
、（
１
）
賃
上
げ
を
中
心
と
し
た

処
遇
改
善
を
進
め
る
と
と
も
に
、（
２
）
人

材
獲
得
チ
ャ
ネ
ル
の
多
様
化
が
模
索
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、（
３
）
継
続
的
な
賃
上
げ

に
向
け
た
人
事
制
度
改
革
な
ど
の
対
応
も

み
ら
れ
始
め
て
い
る
。
以
下
で
は
、
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
具
体
的
に
み
て

い
く
こ
と
と
す
る
。

（
１
）
賃
上
げ
を
中
心
と
し
た
処
遇
改
善

　

人
材
の
確
保
の
た
め
、
企
業
で
は
従
業

員
の
処
遇
改
善
を
進
め
て
お
り
、
①
賃
上

げ
の
ほ
か
、
②
福
利
厚
生
の
充
実
や
柔
軟

な
働
き
方
の
推
進
な
ど
勤
務
環
境
の
改
善

に
取
り
組
む
動
き
が
あ
る
。

①
賃
上
げ
の
動
き

　（
パ
ー
ト
等
の
非
正
規
社
員
）

　

パ
ー
ト
等
に
つ
い
て
は
、
先
に
み
た
人

手
不
足
感
の
強
ま
り
を
受
け
て
、
最
低
賃

金
以
上
に
時
給
を
引
き
上
げ
る
動
き
が
み

ら
れ
る
。
こ
う
し
た
動
き
は
、
大
企
業
に

お
け
る
大
幅
な
時
給
引
き
上
げ
や
、
外
資

系
企
業
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
同
一
の
高
賃
金

を
提
示
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
も

後
押
し
さ
れ
て
い
る
。

　（
正
社
員
）

　

正
社
員
に
つ
い
て
は
、
人
手
不
足
感
の

強
ま
り
や
物
価
上
昇
を
受
け
て
、
ベ
ア

を
含
め
た
賃
上
げ
の
動
き
が
広
が
っ
て

い
る
。
特
に
若
年
層
に
つ
い
て
は
、
先

に
み
た
よ
う
に
人
手
不
足
感
が
強
い
ほ

か
、
転
職
リ
ス
ク
が
警
戒
さ
れ
る
も
と
で
、

賃
金
を
大
き
め
に
引
き
上
げ
る
動
き
が
み

ら
れ
る
。

　

こ
の
間
、
中
小
企
業
を
中
心
に
、
原
材

料
価
格
等
の
上
昇
な
ど
に
伴
う
収
益
面
・

財
務
面
の
厳
し
さ
か
ら
賃
上
げ
に
慎
重
な

声
は
相
応
に
聞
か
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、

先
に
み
た
よ
う
に
パ
ー
ト
等
の
時
給
が
引

き
上
げ
ら
れ
る
も
と
で
、
こ
れ
に
合
わ
せ

て
正
社
員
で
も
給
与
面
の
対
応
が
必
要
と

の
認
識
や
、
域
内
の
大
企
業
が
大
幅
に
賃

上
げ
を
進
め
る
中
で
人
材
確
保
の
た
め
に

賃
金
格
差
の
拡
大
は
避
け
た
い
と
の
意
識

か
ら
、
収
益
面
・
財
務
面
の
余
裕
が
乏
し

い
と
す
る
先
も
含
め
、
賃
上
げ
に
踏
み
切

る
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
（
図
表
５
、６
）。

　

こ
う
し
た
中
、
こ
の
と
こ
ろ
、
賃
上
げ

を
進
め
る
企
業
の
間
で
は
、
賃
上
げ
の
原

資
の
確
保
の
た
め
に
、
値
上
げ
を
進
め
る

動
き
も
み
ら
れ
始
め
て
い
る
。
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賃
上
げ
の
持
続
性
に
関
し
て
は
、
コ
ス

ト
負
担
が
意
識
さ
れ
る
も
と
で
、
本
年
度

に
限
っ
た
一
時
的
な
対
応
と
な
る
可
能
性

を
指
摘
す
る
声
が
あ
る
。
そ
の
一
方
、
先

行
き
も
人
口
減
少
が
続
く
と
み
て
、
人
材

確
保
の
た
め
に
は
継
続
的
な
賃
上
げ
が
必

要
と
の
声
も
聞
か
れ
て
い
る
。

②
勤
務
環
境
の
改
善

　

こ
う
し
た
賃
上
げ
の
ほ
か
、
福
利
厚
生

の
充
実
や
柔
軟
な
働
き
方
の
推
進
な
ど
、

勤
務
環
境
の
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

企
業
の
魅
力
を
高
め
よ
う
と
す
る
動
き
も

多
く
み
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
保

育
手
当
や
託
児
所
設
立
な
ど
子
育
て
世
代

を
念
頭
に
お
い
た
取
り
組
み
が
あ
る
ほ

か
、
働
き
や
す
さ
の
観
点
か
ら
柔
軟
な
勤

務
時
間
調
整
を
可
能
と
す
る
動
き
も
あ

る
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
在
宅

勤
務
を
希
望
す
る
求
職
者
が
増
え
た
こ

と
を
踏
ま
え
た
在
宅
勤
務
の
導
入
の
ほ

か
、
新
た
な
制
度
休
暇
を
創
設
す
る
動

き
な
ど
が
み
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、

地
域
の
企
業
で
は
、
就
労
者
側
の
ニ
ー

ズ
の
変
化
に
企
業
側
の
意
識
改
革
が
追
い

つ
い
て
お
ら
ず
、
潜
在
的
な
労
働
力
を
掘

り
起
こ
し
き
れ
て
い
な
い
可
能
性
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
人
材
獲
得
チ
ャ
ネ
ル
の
多
様
化

　

企
業
で
は
、
こ
う
し
た
労
働
者
の
処
遇

改
善
と
並
行
し
て
、
人
材
獲
得
チ
ャ
ネ
ル

の
多
様
化
も
模
索
し
て
い
る
。
特
に
、
即

戦
力
人
材
や
専
門
人
材
の
獲
得
を
期
待
し

て
、
経
験
者
採
用
や
副
業
・
兼
業
人
材
の

登
用
を
拡
大
す
る
動
き
が
あ
る
ほ
か
、
一

度
退
職
し
た
人
材
の
復
職
（
ア
ル
ム
ナ
イ

採
用
）、
既
存
従
業
員
か
ら
の
紹
介
（
リ
フ

（出所）日本商工会議所「商工会議所 LOBO（早期景気観測）2023 年 5月調査結果」

図表 5 中小企業等の賃上げ動向

（出所）日本労働組合総連合会
（注）2012 ～ 2022 年は 6月末の最終集計結果。2023 年は 6月 1日時点。
　　 平均賃金方式（加重平均）による定昇相当込みの賃上げ率。

図表 6 賃上げ率
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ァ
ラ
ル
採
用
）
を
強
化
す
る
動
き
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
Ｍ
＆
Ａ
や
事
業
承
継
に
よ
り
、

事
業
と
人
材
の
双
方
を
獲
得
す
る
こ
と
で

自
社
の
競
争
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
動
き

も
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の

改
正
に
合
わ
せ
た
定
年
延
長
等
の
動
き
が

み
ら
れ
る
な
ど
、
シ
ニ
ア
層
の
一
段
の
活

躍
を
推
進
す
る
動
き
や
、
専
門
性
の
高
い

外
国
人
の
採
用
を
強
化
す
る
動
き
も
み
ら

れ
る
。

（
３
）
継
続
的
な
賃
上
げ
に
向
け
た
対
応

　

先
に
み
た
よ
う
に
、
人
手
不
足
は
今
後

も
続
く
と
み
て
、
人
材
確
保
の
た
め
、
収

益
力
の
向
上
を
伴
う
継
続
的
な
賃
上
げ
を

目
指
す
企
業
も
み
ら
れ
始
め
て
い
る
。
こ

う
し
た
先
で
は
、
①
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
の
導

入
な
ど
の
人
事
制
度
改
革
を
進
め
る
動
き

や
、
②
リ
ス
キ
リ
ン
グ
等
に
よ
る
従
業
員

の
能
力
開
発
を
支
援
す
る
動
き
も
み
ら
れ

て
い
る
。

①
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
の
導
入
な
ど
の

　
人
事
制
度
改
革

　

収
益
力
の
向
上
を
伴
う
継
続
的
な
賃
上

げ
を
実
現
し
て
い
く
う
え
で
は
、
人
事
制

度
改
革
も
重
要
に
な
る
と
の
指
摘
が
聞
か

れ
て
い
る
。
こ
の
点
、
例
え
ば
、
若
年
層

な
ど
特
定
の
階
層
・
職
種
に
お
け
る
賃
上

げ
や
、
給
与
水
準
の
高
い
外
部
人
材
の
採

用
は
、
既
存
の
年
功
序
列
型
の
賃
金
体
系

で
は
対
応
が
難
し
い
と
の
声
が
あ
る
。
ま

た
、
経
験
者
採
用
を
行
お
う
と
し
て
も
、

社
内
異
動
を
前
提
と
し
た
伝
統
的
な
人
事

制
度
は
、
専
門
性
の
高
い
人
材
の
採
用
に

不
向
き
と
の
声
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
一
定
程
度
以
上
の
規
模

の
企
業
が
中
心
で
は
あ
る
が
、
従
業
員
間

で
処
遇
面
の
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
と
と
も

に
、
人
材
の
機
動
的
な
入
れ
替
え
を
行
い

な
が
ら
生
産
性
の
高
い
部
門
に
労
働
力
を

シ
フ
ト
す
る
な
ど
し
て
、
企
業
の
収
益
力

を
継
続
的
に
高
め
て
い
こ
う
と
す
る
動
き

が
み
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
一
部

で
は
あ
る
が
、役
割
や
責
任
、必
要
な
技
能
・

ス
キ
ル
を
明
確
化
し
や
す
い
職
種
・
ポ
ス

ト
を
中
心
に
、い
わ
ゆ
る「
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
」

制
度
や
そ
れ
に
準
じ
た
雇
用
制
度
を
導
入

す
る
動
き
も
み
ら
れ
始
め
て
い
る
。
導
入

企
業
等
か
ら
は
、
今
後
、
ジ
ョ
ブ
型
雇
用

の
メ
リ
ッ
ト
を
さ
ら
に
引
き
出
す
た
め
、

ポ
ジ
シ
ョ
ン
ご
と
の
賃
金
の
相
場
（
市
場

価
値
）
を
共
有
し
、
企
業
と
労
働
者
が
そ

の
相
場
観
を
前
提
に
採
用
や
転
職
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
重
要
と
の
指
摘
も

聞
か
れ
て
い
る
。

②
リ
ス
キ
リ
ン
グ
等
に
よ
る

　
能
力
開
発
の
支
援

　

ま
た
、
収
益
力
の
向
上
の
た
め
に
は
、

従
業
員
の
能
力
・
ス
キ
ル
の
向
上
も
併
せ

て
行
う
必
要
が
あ
る
と
の
声
も
聞
か
れ
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
等
に
よ

る
従
業
員
の
能
力
開
発
を
支
援
す
る
た
め
の

環
境
整
備
な
ど
、
人
材
育
成
を
進
め
る
動
き

も
み
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
資
格
取
得
に

か
か
る
費
用
補
助
や
独
自
の
教
育
ツ
ー
ル

を
開
発
す
る
動
き
、
人
材
開
発
を
積
極
化

さ
せ
る
た
め
の
専
門
部
署
の
設
置
の
ほ
か
、

勤
務
面
の
配
慮
な
ど
取
り
組
み
や
す
い
環
境

を
整
え
る
動
き
が
み
ら
れ
る
。

４
．
お
わ
り
に

　

先
に
み
た
よ
う
に
、
企
業
か
ら
は
、
人

口
動
態
の
変
化
等
を
踏
ま
え
る
と
、
先
行

き
も
人
手
不
足
感
が
高
ま
り
や
す
い
環
境

は
続
く
と
見
込
む
声
が
多
く
聞
か
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
も
と
で
、
足
も
と
窺
わ
れ

る
企
業
の
賃
金
・
価
格
設
定
ス
タ
ン
ス
の

変
化
が
定
着
し
て
い
く
か
、
慢
性
的
な
人

手
不
足
の
も
と
で
の
労
働
力
の
新
規
掘
り

起
こ
し
や
高
生
産
性
部
門
へ
の
シ
フ
ト
、

従
業
員
の
能
力
向
上
等
の
動
き
が
広
ま

り
、
収
益
力
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
く

か
と
い
っ
た
点
に
注
目
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
併
せ
て
、
産
学
官
金
の
連
携
に
よ

っ
て
、
こ
う
し
た
動
き
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

取
り
組
み
も
み
ら
れ
て
お
り
、
今
後
注
目

し
て
い
き
た
い
。




